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２
０
０
７
年

１
月　
宮
崎
県
知
事
選
で
東
国
原
英
夫
氏
当
選

３
月　
北
海
道
夕
張
市
、
財
政
再
建
団
体
と
な
る

５
月　
ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
氏
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
に
就
任

　
　
　
大
相
撲
の
大
関
白
鵬
が
第
69
代
横
綱
に
昇
進

６
月　
島
根
県
の
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
が
世
界
遺
産
に
決
定

７
月　
新
潟　
中
越
沖
地
震
発
生

９
月　
安
倍
晋
三
首
相
辞
任
、
福
田
康
夫
氏
が
第
91
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

10
月　

郵
政
民
営
化
開
始
、
日
本
郵
政
公
社
は
日
本
郵
便
グ
ル
ー
プ
と
し
て
Ｊ

Ｐ
日
本
郵
政
と
そ
の
下
に
発
足
す
る
４
つ
の
事
業
会
社
へ
移
管
・
分
割

２
０
０
８
年

１
月　
大
阪
府
知
事
選
で
弁
護
士
の
橋
下
徹
氏
当
選

４
月　

学
校
法
人
名
称
を
大
阪
工
大
摂
南
大
学
か
ら
常
翔
学
園
に
変
更
、
摂
南

大
学
大
学
院
に
工
学
研
究
科
（
創
生
工
学
専
攻
）
博
士
課
程
を
増
設
、

留
学
生
別
科
を
設
置

５
月　
中
国
四
川
省
で
大
地
震　
死
者
約
６
万
人

６
月　
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生

７
月　
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催

８
月　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催　
日
本
勢
が
計
25
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

９
月　
福
田
首
相
が
辞
任
、
麻
生
太
郎
氏
が
第
92
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

　
　
　
米
証
券
大
手
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
破
綻

10
月　
南
部
陽
一
郎
、
小
林
誠
、
益
川
敏
英
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

　
　
　
下
村
修
氏　
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞	

２
０
０
９
年

１
月　
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が
第
44
代
米
合
衆
国
大
統
領
に
就
任

３
月　
阪
神
な
ん
ば
線
開
通

４
月　
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
テ
ポ
ド
ン
２
号
日
本
上
空
を
通
過
、
太
平
洋
に
着
弾

５
月　
韓
国
の
盧
武
鉉
前
大
統
領
が
自
殺

６
月　
米
自
動
車
最
大
手
Ｇ
Ｍ
が
破
綻

　
　
　
米
国
の
歌
手
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
死
去

８
月　
衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
圧
勝
、
政
権
交
代

　
　
　
初
の
裁
判
員
裁
判

９
月　
鳩
山
由
紀
夫
氏
が
第
93
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

12
月　
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
石
川
遼
選
手
、
史
上
最
年
少
賞
金
王
に

２
０
１
０
年

１
月　
日
本
航
空
が
会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請

２
月　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、
浅
田
真
央
選
手
が
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得

４
月　
経
済
学
部（
経
済
学
科
）を
増
設
、経
営
情
報
学
部
を
経
営
学
部
に
名
称
変

更
、工
学
部
の
都
市
環
境
シ
ス
テ
ム
工
学
科
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

工
学
科
の
学
生
募
集
を
停
止
し
、生
命
科
学
科
、住
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
、

都
市
環
境
工
学
科
を
増
設
。
工
学
部
か
ら
理
工
学
部
に
名
称
変
更
。

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
火
山
噴
火
、
火
山
灰
の
影
響
に
よ
り
世
界
各
国
で
航

空
便
が
運
休

５
月　
上
海
万
博
開
幕

６
月　
２
０
１
０
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
開
催

　
　
　
鳩
山
首
相
辞
任
、
管
直
人
氏
が
第
94
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

　
　
　
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
地
球
に
帰
還
、
試
料
カ
プ
セ
ル
の
回
収
に
成
功

10
月　

チ
リ
の
鉱
山
で
生
き
埋
め
と
な
っ
て
い
た
33
人
全
員
が
奇
跡
的
に
救
出

さ
れ
る

　
　
　
鈴
木
章
、
根
岸
英
一
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

四（
六
）年
間
の
で
き
ご
と
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２
０
１
１
年

１
月　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
勃
発
、
ベ
ン
・
ア
リ
大
統
領
は
亡
命

２
月　
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日
本
を
抜
き
、
世
界
第
２
位
へ

　
　
　
エ
ジ
プ
ト
で
革
命
勃
発
、
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
辞
任

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
地
震
発
生
、
日
本
人

留
学
生
多
数
が
死
亡

３
月　
東
日
本
大
震
災
発
生
、東
北・東
日
本
の
太
平
洋
岸
に
大
津
波
襲
来
、死
者・

行
方
不
明
者
２
万
人
、
津
波
の
直
撃
を
受
け
た
福
島
第
一
原
発
で
炉
心
溶

融
（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）
が
発
生
し
大
量
の
放
射
性
物
質
が
漏
出

　
　
　
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
通

　
　
　
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
新
１
号
館
竣
工

４
月　
英
国
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
、
ケ
イ
ト
・
ミ
ド
ル
ト
ン
さ
ん
と
結
婚

５
月　

テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
の
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
容
疑
者
、
パ
キ
ス

タ
ン
で
米
軍
に
よ
り
射
殺

６
月　

２
０
１
１
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ド
イ
ツ
大
会
で
日
本
代
表

（
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
）
が
優
勝

７
月　

米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
が
最
後
の
打
ち
上
げ
、
こ

れ
を
も
っ
て
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
は
全
機
引
退

　
　
　
中
国
の
高
速
鉄
道
で
追
突
事
故
発
生

　
　
　
東
北
三
県
を
除
き
、
テ
レ
ビ
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

８
月　
管
首
相
辞
任
、
野
田
佳
彦
氏
が
第
95
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

10
月　
タ
イ
で
大
洪
水
、
日
系
企
業
の
工
場
も
多
数
浸
水

　
　
　
ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
死
去

　
　
　
リ
ビ
ア
の
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
殺
害
さ
れ
政
権
崩
壊

11
月　

10
年
ぶ
り
に
大
阪
府
知
事
・
大
阪
市
長
の
ダ
ブ
ル
選
挙
、
府
知
事
に
松

井
一
郎
氏
、
市
長
に
橋
下
徹
氏
が
当
選

２
０
１
２
年

１
月　
イ
タ
リ
ア
で
豪
華
客
船
コ
ス
タ
・
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
座
礁

２
月　
米
国
の
歌
手
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
さ
ん
死
去

３
月　
消
費
税
増
税
法
案
を
閣
議
決
定

　
　
　
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
７
号
館
竣
工

４
月　
看
護
学
部
（
看
護
学
科
）
を
増
設

　
　
　

関
越
自
動
車
道
藤
岡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
付
近
で
、
ツ
ア
ー
バ
ス
が
防
音
壁
に
衝
突

し
、
男
女
７
人
死
亡

５
月　
国
内
の
全
て
の
原
発
が
停
止
、
夏
の
電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

　
　
　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド
氏
が
仏
大
統
領
に
就
任

６
月　

元
オ
ウ
ム
真
理
教
信
者
の
高
橋
克
也
容
疑
者
が
逮
捕
、
オ
ウ
ム
事
件
の

特
別
手
配
容
疑
者
す
べ
て
が
逮
捕
さ
れ
る

７
月　
関
西
電
力
が
停
止
し
て
い
た
大
飯
原
子
力
発
電
所
３・４
号
機
を
起
動

　
　
　

大
津
市
で
２
０
１
１
年
10
月
に
当
時
中
学
２
年
男
子
生
徒
が
自
殺
し
た

問
題
で
、
滋
賀
県
警
が
市
教
委
と
中
学
を
強
制
捜
査

７
月　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催　

体
操
、
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
で
最
多
と

な
る
38
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

９
月　
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
を
巡
り
中
国
全
土
で
大
規
模
な
反
日
デ
モ

10
月　
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
吉
田
沙
保
里
選
手
が
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞

　
　
　
京
都
大
学
山
中
伸
弥
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞

11
月　
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が
米
合
衆
国
大
統
領
に
再
選

　
　
　
習
近
平
氏
が
中
国
国
家
主
席
に
就
任

12
月　
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
が
崩
落
、
９
人
が
死
亡

　
　
　
北
朝
鮮
が
「
人
工
衛
星
」
と
称
し
た
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

　
　
　
衆
院
選
挙
で
自
民
党
が
圧
勝
、
政
権
交
代

　
　
　
阿
倍
晋
三
氏
が
第
96
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

２
０
１
３
年

１
月　

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
天
然
ガ
ス
関
連
施
設
で
イ
ス
ラ
ム
武
装
勢
力
に
よ
る

人
質
事
件
発
生
、
日
本
人
10
人
が
死
亡
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皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
世
界
も
日
本
も
試
練
の
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な

時
代
に
こ
そ
、
広
い
視
野
を
も
ち
積
極
的
に

物
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
、
新
し
い
道
を
切

り
拓
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

様
が
本
学
で
修
得
さ
れ
た
幅
広
い
教
養
や
専

門
知
識
を
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
温
か
い

人
間
性
と
確
固
た
る
倫
理
観
を
長
い
人
生
の

な
か
で
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念

し
て
い
ま
す
。

　

摂
南
大
学
は
一
九
七
五
年
の
創
立
時
に
は

工
学
部
１
学
部
の
み
で
し
た
が
、
現
在
で
は

７
学
部
13
学
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
な
り

ま
し
た
。
本
学
は
、
世
界
に
目
を
開
き
、
人

の
心
を
大
事
に
す
る
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

大
学
全
体
の
機
能
を
高
め
、
人
類
が
抱
え
る

究
極
の
諸
問
題
に
取
り
組
む
最
適
の
体
制
を

作
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
て

学
長 　

今
井　

光
規

　

米
国
の
大

学
で
は
卒
業

式
の
こ
と
を

「
コ
メ
ン
ス

メ
ン
ト
」
と

い
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
新
し
い
生
活
の
始
ま
り
」
と
い
う

意
味
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
勉
学
を
重
ね
た
の

は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
有
意
義
な
も
の
に

す
る
た
め
で
す
。

　

ど
ん
な
困
難
な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
世
の

た
め
、
人
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、
そ
し
て

自
分
と
自
分
に
つ
な
が
る
人
の
た
め
に
、
良

く
行
き
ぬ
い
て
く
だ
さ
い
。

副
学
長
・
経
済
学
部
長　

八
木　

紀
一
郎

こ
れ
か
ら
始
ま
る
！

　

青
山
と
は
木
が

青
々
と
茂
っ
て
い
る

山
で
、
人
が
死
ん
で

骨
を
埋
め
る
と
い
う

意
味
で
す
。
人
は
ど

こ
で
死
ん
で
も
骨
を
埋
め
る
所
は
あ
る
、
す

な
わ
ち
大
志
を
抱
い
て
、
故
郷
を
出
て
大
い

に
活
躍
す
べ
し
と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま
す
。

内
向
き
志
向
と
言
わ
れ
る
中
で
、
皆
さ
ん
が

こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材

に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

理
工
学
部
長　

森
脇　

俊
道

人
間
到
る
と
こ
ろ
に
青
山
あ
り

　

皆
さ
ん
は
社
会
に

出
る
と
た
く
さ
ん
の

知
ら
な
い
こ
と
に
出

会
い
ま
す
。
未
知
の

も
の
に
出
会
っ
た

時
、
判
断
を
迫
ら
れ
た
時
、
助
け
て
く
れ
る

の
は
知
識
と
経
験
と
想
像
力
で
す
。
普
段
か

ら
色
々
な
も
の
に
興
味
を
も
ち
、
体
を
動
か

し
て
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
未
知
と
の
出
会
い

は
人
生
を
楽
し
く
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

外
国
語
学
部
長　

岩
間　

香

未
知
と
の
出
会
い
を
楽
し
も
う

　

ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
き
な
潮
流
の
中

で
皆
さ
ん
が
今
後
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い

く
に
し
ろ
、
大
学
４
年
間
で
培
っ
た
先
生
や

友
人
と
の
深
い
交
わ
り
は
生
き
る
力
に
滋
養

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、「
真
の
勉
学

は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
」
と
の
気
持
で
進
ん
で

い
け
ば
、
自
ず
と
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

経
営
学
部
長　

羽
石　

寛
寿

自
分
ら
し
い
生
き
方
を

　

ご
卒
業
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

数
々
の
ハ
ー
ド
ル
を

乗
り
越
え
ら
れ
、
今

日
を
迎
え
ら
れ
た
諸

君
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
誇
り
に
思
い

ま
す
。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
曰
く
、『
今
、

我
々
は
夢
が
叶
え
ら
れ
る
世
界
に
生
き
て
い

る
』
と
。
夢
・
目
標
の
達
成
に
向
け
て
前
進

さ
れ
る
諸
君
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
ま
す
。

薬
学
部
長　

荻
田　

喜
代
一

こ
れ
ま
で
の
挑
戦
で
得
た

自
信
を
胸
に『
夢
』を
叶
え
よ
う

　

社
会
人
と
な
っ
て

与
え
ら
れ
た
仕
事

が
、
最
初
か
ら
う
ま

く
で
き
る
こ
と
は
ま

ず
あ
り
ま
せ
ん
。「
た

や
す
く
」
な
る
前
は
、
誰
で
も
難
し
い
も
の

な
の
で
す
。
少
し
ず
つ
工
夫
し
な
が
ら
努
力

を
積
み
重
ね
る
か
ら
、
仕
事
に
慣
れ
、
い
い

結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
最
初

に
感
じ
た
仕
事
へ
の
思
い
を
「
た
や
す
く
」

な
っ
て
も
持
ち
続
け
て
下
さ
い
。

法
学
部
長　

小
山　

昇

難
し
い
の
は
当
り
前

　

生
き
る
目
的
は
、

楽
し
く
生
き
る
こ
と

だ
と
私
は
信
じ
ま

す
。

楽
し
く
生
き
る
た
め

に
は
、
①
学
ぶ
こ
と
、
②
考
え
る
こ
と
、
③

思
い
や
る
こ
と
、
④
関
わ
る
こ
と
の
四
つ
が

大
切
で
す
。
自
分
と
は
考
え
方
の
違
う
人
が

居
た
ら
、
喜
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
を
発

揮
す
る
機
会
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

教
務
部
長　

太
田　

義
器

「
楽
し
い
」と
言
え
る
人
生
を

　

皆
さ
ん
、
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
社
会
人
と
し

て
大
切
な
も
の
は
何

か
。
第
一
は
健
康
、

第
二
は
人
物
、
三
、四
が
な
く
て
、
第
五
は

学
業
と
思
い
ま
す
。
心
と
体
の
健
康
維
持
に

留
意
す
る
と
と
も
に
、
人
格
の
陶
冶
に
も
努

め
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
人
間
的
な
成
長

と
社
会
へ
の
貢
献
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
生
部
長　

八
木　

俊
策

社
会
人
と
し
て
大
切
な
も
の

　

ご
卒
業
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん

は
、
未
知
な
世
界
を

前
に
期
待
や
不
安
を

胸
に
抱
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
は
予
測
不
能
な
様
々
な
こ
と
が

あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
充
実
し
た
人
生

を
お
く
る
た
め
の
羅
針
盤
は
、「
学
び
続
け

る
」
こ
と
で
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
健
康
で
日
々
充
実
し
た
人
生

を
歩
ま
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

文
化
会
本
部
顧
問　

佐
藤　

正
志

「
学
び
続
け
る
」
人
生
を

　

蛍
雪
の
功
を
積
ん

で
、
ご
卒
業
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
季
節
は
春
と

は
い
え
、
ま
だ
ま
だ

厳
し
い
状
態
が
続
き
そ
う
で
す
。
が
し
か
し
、

何
は
と
も
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
、
人
生
と
い
う
晴
れ
の
舞
台
で
、

借
り
物
で
は
な
い
、
本
物
の
自
分
の
舞
を
思

い
っ
き
り
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

体
育
会
本
部
顧
問　

樫
原　

義
比
古

ほ
ん
ま
も
ん
の
自
分
の
舞
を
ま
っ
て
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工学部建築学科 永宗　紗希 第6回インテリアプランコンテストで優秀賞受賞

理工学部建築学科 勝矢　真実 歴史的空間再編コンペンティション2012 ～第1回「学生のまち・金沢」設計グランプリ～で第8位入賞

外国語学部外国語学科 佐伯　直哉 第30回全日本中国語スピーチコンテスト・朗読発表会大阪府大会で優秀賞を受賞し、第30回全日本中国語スピーチコンテスト出場

工学研究科

大田　宏美 京阪電車寝屋川市車両基地びわこ号復活プロジェクトのヘッドマークデザインに採用され、京阪電車のヘッドマーク掲出

林　　優弥 関西Ｇ空間フォーラム2012「若手技術者・研究者のための技術研究発表会2012年度大会」で優秀研究発表賞受賞

安野　真琴 土木学会平成24年度全国大会第67回年次学術講演会・第Ⅳ部門で優秀講演者

山下　修平
平成24年度土木学会関西支部年次学術講演会・第Ⅲ部門で優秀発表賞受賞

日本材料学会第10回地盤改良シンポジウムで優秀発表者賞受賞

東　　剛史 日本品質管理学会第100回研究発表会（関西支部）で優秀発表賞受賞

工学部都市環境システム工学科 （団体） ジャパンスチールブリッジコンペンティション2012で構造部門第2位入賞

工学部建築学科 （団体） Smart and Human Café 屋台デザイン・アイデアコンペにおいて優秀賞に選ばれ、教育学術新聞掲載

工学部マネジメントシステム工学科 triple T （団体） 2012寝屋川市の学生が考えるビジネスプランコンテストで寝屋川市長賞受賞

外国語学部外国語学科　フレンドリー☆ランドリー （団体） 2012寝屋川市の学生が考えるビジネスプランコンテストで北大阪商工会議所会頭賞受賞

外国語学部外国語学科　美　レディー （団体） 2012寝屋川市の学生が考えるビジネスプランコンテストでアントレプレナー賞受賞

経済学部経済学科　植杉ゼミ （団体） 枚方市土木事務所よりトライアングル・リニューアル事業への貢献に対し感謝状授与

陸上競技部

浅野　駿介 第89回関西学生陸上競技個人選手権大会・男子800ｍで第3位入賞

西村　颯希 東北復興支援・第29回全国スポーツ祭典陸上競技大会・男子400ｍで優勝

真砂　秀至 東北復興支援・第29回全国スポーツ祭典陸上競技大会・男子100ｍで優勝

吉村　宏基 天皇賜盃第81回日本学生陸上競技対抗選手権大会・男子走幅跳に出場

杉森　史智
天皇賜盃第81回日本学生陸上競技対抗選手権大会・男子棒高跳出場

第89回関西学生陸上競技個人選手権大会・男子棒高跳で第3位入賞

志和　凌能 第80回近畿陸上競技選手権大会・男子110ｍハードルで第2位入賞

門澤　裕樹 第89回関西学生陸上競技個人選手権大会・男子三段跳で第2位入賞

山方　諒平
第80回兵庫県陸上競技選手権大会・男子棒高跳で優勝

第89回関西学生陸上競技個人選手権大会・男子棒高跳で優勝

アメリカンフットボール部

伊藤　篤志

ニューエラボウル2012で、関西学生アメリカンフットボール連盟より、関西学生リーグの優秀選手として選出高木　勇輔

山下　愛斗

尾原なつみ

ニューエラボウル2012で、関西学生アメリカンフットボール連盟より、学生トレーナーとして選出黒川　晴加

澤村　星子

少林寺拳法部 玉本　真也
2012年度少林寺拳法関西学生新人大会、運用法男子の部・重量級で第2位入賞

第46回少林寺拳法全日本学生大会、運用法男子の部出場

アーチェリー部
高橋　知己 第51回全日本学生アーチェリー個人選手権大会出場

焼田　　翼 第25回全日本学生フィールドアーチェリー選手権大会出場

空手道部 吉野　翔祐 平成24年度健誠会空手道選手権大会・組手高校生・一般段外男子の部優勝

杖道部 上良　康彦 第35回関西杖道優勝大会、個人演武2段の部で優秀演武賞受賞

外国語学部外国語学科 田内美沙希 和歌山県「紀伊民報」にすさみ町でのボランティア活動掲載

エコシビル部 （団体） 第5回いい川・いい川づくりワークショップで「関西の水系を
エコシビルの若者がつないでいくで賞」受賞

準硬式野球部枚方支部 （団体） 平成24年度関西薬学生連盟準硬式大会優勝

フットサル部 （団体） 第8回全日本大学フットサル大会大阪大会に優勝し、第8回全日本
大学フットサル大会で第4位入賞

陸上競技部

吉田　晃規 第80回近畿陸上競技選手権大会・男子400ｍ優勝

杉森　史智
第75回三重県陸上競技選手権大会・男子棒高跳優勝

第65回西日本学生陸上競技対校選手権大会・男子棒高跳第3位

真砂　秀至 第80回和歌山県陸上競技選手権大会・男子200ｍ優勝

準硬式野球部 大畑　孝樹 第6回日台大学親善準硬式野球大会の台湾遠征の選手に選出

法学部 前田　和臣 第24回日本ジュニアボディビル選手権大会で第９位入賞

薬学部
香西佐知世 第62回日本薬学会近畿支部総会・大会で優秀ポスター賞受賞

中山　太一 第62回日本薬学会近畿支部総会・大会で優秀ポスター賞受賞

工学研究科

陰山　景子 平成24年度土木学会関西支部年次学術講演会で優秀発表賞受賞

北川　真梨 第43回毎日DAS学生デザイン賞で建築部門賞受賞

田中　優介 「モバイル'12」において田村博研究奨励賞最優秀賞受賞

第２回学長表彰（2012年12月13日、12月20日実施）

　課外活動、研究活動等で功績のあった学生・大学院生に対し、12月13日、20日、2月28日に
学長表彰を行い、学長より表彰状と副賞が贈られた。表彰式では、学長より受賞者に対し日々の
努力に対するねぎらいの言葉があった。

第3回学長表彰（2013年2月28日実施）
文化会本部 （団体） 平成24年度大阪府献血感謝のつどいで日本赤十字社より感謝状授与

吹奏楽部 （団体） 第39回大阪府アンサンブルコンテストにおいて、打楽器7重奏で出演し金賞受賞

ボランティアスタッフズ （団体）
和歌山県「紀伊民報」朝刊第１面にすさみ町での伝統行事継承の活動掲載

第10回オーライ！ニッポン対象表彰式において、オーライ！ニッポン大賞審査委員会長賞受賞

陸上競技部 （団体） 東北復興支援・第29回全国スポーツ祭典陸上競技大会・男子4×100ｍリレーで第3位入賞

理工学部建築学科木多研究室 （団体） 広報すさみ10月号に江須ノ川の童謡公園に間伐材で作成したベンチの寄贈が掲載

経済学部経済学科八木研究室 （団体） 和歌山県「紀伊民報」にすさみ町で行われたイノブータン王国建国27周年祭の来場者を対象としたアンケート調査活動掲載

障がい者支援ボランティアサークルえんじょい （団体） 平成24年度学生ボランティア団体表彰式において、日々の活動が高く評価され、表彰状授与
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対　　象 年　次 日　　時 場　　所 奨学金の種類

理 工 学 部

全 年 次

4月8日（月）
18：20 ～19：20 寝屋川キャンパス

551教室(5号館5階)
【所属学部の説明会に出席で
きない場合は他学部の説明会
に必ず出席してください】

①日本学生支援機構奨学金（貸与制）

②学内一般奨学金
（給付制/出願資格は２年次以上）
いずれも、説明会時に願書を配付し
ます。

外 国 語 学 部
経 営 学 部

4月9日（火）
18：20 ～19：20

法 学 部
経 済 学 部

4月10日（水）
18：20 ～19：20

薬 学 部
看 護 学 部

4月8日（月）・10日（水）
（どちらかの日程に出席ください）

12：35 ～13：10
枚方キャンパス
551教室(5号館5階)

大 学 院 生
（薬学研究科以外）

4月3日（水）
15：40 ～16：40

寝屋川キャンパス
552教室(5号館5階)

①日本学生支援機構奨学金（貸与制）
②大学院学内奨学金（給付制）

いずれも、説明会時に願書を配付し
ます。

大 学 院 生
（ 薬 学 研 究 科 ）

4月3日（水）
14：30 ～15：00

寝屋川キャンパス
1232教室(12号館3階)

注１：説明会に出席しない学生は、出願資格がありません。
注２：出席できない学生は、事前に学生課（枚方事務室）までご連絡ください。
　　　ただし、アルバイト等の理由は、原則認めません。

奨学金を希望する学生は、該当する説明会に学生本人が出席してください。（外国人留学生は対象外）

奨学金に関する
お問い合わせ先

学生課厚生係【寝屋川キャンパス11号館1階　TEL.072-839-9107】
枚方事務室(薬学研究科、薬学部、看護学部生のみ)
　　　　　　【枚方キャンパス1号館1階     　TEL.072-866-3100】

救
命
お
よ
び

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

これから奨学金を申し込む学生へ説明会

　

文
化
会
、
体
育
会
両
本
部

は
、
課
外
活
動
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
ク
ラ
ブ
運
営
の

あ
り
か
た
や
他
の
ク
ラ
ブ
と

の
連
携
に
つ
い
て
考
え
る
リ

ー
ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
２
月

14
日
に
実
施
し
た
。
ど
ち
ら

も
、
新
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

自
覚
を
促
す
と
と
も
に
、
参

加
ク
ラ
ブ
同
士
の
交
流
を
深

め
る
キ
ャ
ン
プ
と
な
っ
た
。

　

文
化
会
は
19
団
体
の
31

名
、
体
育
会
は
28
団
体
48
名
、

摂
大
祭
・
春
風
祭
実
行
委
員

会
５
名
が
参
加
し
た
。

リーダース

キャンプと
は

毎年２月に
行う課外活

動団体の主
将・

主務を対象
としたリー

ダー育成行
事。

主催は文化
会・体育会

本部。

大学側から
は学長、学

生部長、

各本部顧問
・学生課職

員が

出席する。

　

２
月
６
日
、
７
日
に
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
課

外
活
動
中
や
学
生
生
活
等
に
お
い
て
、
不
慮
の
救
急

事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
救
急
車
が
到
着
す
る
間
で
、

応
急
処
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
救
命
お
よ
び

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
実
施
し
た
。

　

当
日
は
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
職
員
の
指
導
の
も

と
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
、
止
血
法
等
ケ
ガ

対
応
の
実
技
な
ど
を
行

っ
た
。

　

講
習
会
は
２
日
間
実

施
さ
れ
、
体
育
会
・
文

化
会
所
属
の
学
生
合
計

46
名
が
参
加
し
た
。

　

２
月
24
日
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
第
７
回

寝
屋
川
ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
摂
南
大
学
を

開
催
し
、
北
河
内
地
区
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
を
中
心

に
、
幼
児
か
ら
50
代
の
方
ま
で
約
１
、
８
５
０
人
が
参

加
し
た
（
主
催
：
摂
南
大
学
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
、

寝
屋
川
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）。

　

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
世
代
間
交
流
を
図
り
、
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
肌
寒
い
天
候
な
が
ら
、
摂
南
大
学
ラ
グ

ビ
ー
部
員
に
よ
る
「
ラ
グ
ビ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
や
、

ラ
グ
ビ
ー
部
員
お
よ
び
摂
南
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
タ
ッ
フ
ズ
に
よ
る
模
擬
店
も
出
店
し
、
参
加
者
に

大
変
好
評
だ
っ
た
。

　

２
月
25
日
に
枚
方
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
２
月
27

日
に
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業

記
念
植
樹
式
を
実
施
し

た
。

　

２
０
１
２
年
度
卒
業
生

が
自
分
た
ち
の
足
跡
を
大

学
に
残
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
か
ら
発
起
人
が
中
心
と
な
り
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これらの情報は大学ホームページでも案内しています。［アドレス］http://www.setsunan.ac.jp/

卒業生の
みなさんへ、
大切な

お知らせです！
卒業（修了）後、各種証明書が必要な場合は、
次の事項に従い交付申請をしてください。

■交付申請の方法
◎郵送により申請する場合
　次の⑴～⑶の書類等を下記の申請先に送付してください。
⑴返送用の郵便切手を貼付し、返送先の住所を明記した封筒（縦24cm×横12cm）。
⑵発行手数料相当額の定額小為替証書（ゆうちょ銀行または郵便局の貯金窓口にて発行）
⑶①氏名（フリガナ）、②生年月日、③卒業（修了）学部・学科（研究科・専攻名）、④卒業（修了）年月、

⑤現住所、⑥電話番号、⑦証明書の種類・必要枚数・使用目的を明記した便箋
　※英文証明書を希望の場合は、ローマ字氏名（パスポート記載内容）も明記してください。
◎窓口で直接申請する場合
　下記申請先で備え付けの交付申請書に必要事項を明記の上、申請してください。
　なお取扱時間を変更する場合がありますので、事前に電話等でご確認ください。

⑴窓口の取扱時間は月～金9：00～18：30
　　　　　　　　　土　　9：00～17：00
⑵日曜日と国民の休日、学園創立記念日（10／30）および年末年始、、お盆前後の一斉休業日は取扱いをしません。
⑶夏期休業中は取扱時間を変更します。
⑷英文証明書等の特殊な証明書は発行に1週間かかります。

■その他
1.電話・FAXでの申請は受け付けません。
2.代理人または本人以外が申請する場合は、委任状（書式任意）が

必要です。
3.改氏名届（証明する書類添付）の提出があった卒業生には、証明

書の欄外に新氏名を併記して発行します。
4.学内の証明書自動発行機では卒業（修了）生の証明書は発行でき

ません。

　摂南大学校友会は、卒業生相互の連携と親睦を図り、摂南大学な
らびに学園の発展に寄与することを目的とする団体です。卒業生の
皆さんは、自動的に校友会の正会員となり、今回の卒業生を含めて、
正会員の数は約44,000人を超える規模になっています。校友会の主
な事業内容は次のとおりです。
◎全会員を対象とする年１回の総会・懇親会の開催をはじめ、卒業
生対象の異業種交流会や日帰りバスツアー等を企画・実施し、卒業
生の相互理解と交流を促進。
◎摂南大学の学部・学科卒業生会や課外活動団体ＯＢ会とも緊密な
連携を図り、その活動を支援。
◎会員相互の情報や母校摂南大学の近況を「校友会ＨＰ」や「メー
ルマガジン」にて掲載・発信。
◎このたび、摂大校友会関東ブロックを設立。関東地区における卒
業生の交流拠点が発足。

校友会ホームページ　http://www.setsunan.com/
校友会住所　〒572-8508 寝屋川市池田中町17-8　摂南大学内

　卒業後、次の項目に異動があった場合は、

在学当時の学籍番号、学部、学科、氏名、現住所、

異動内容を明記の上、摂南大学校友会（寝屋

川キャンパス内）までハガキまたはEメール

（koyu@setsunan.com）で必ずご連絡くだ

さい。

◎住所（住所表示を含む）や電話番号の変更

◎勤務先の変更

◎結婚等による改氏名等

異動時には必ず連絡を

卒業（修了）後も図書館を利用することができます。
■利用要領
◎利用できる図書館……摂南大学図書館・大阪工業大学図書館・広島国際大学

図書館・常翔学園中学校・高等学校図書室

◎手　続…………………所定の利用登録手続きを行ってください。

◎利用できるサービス…閲覧、文献複写、資料の貸出

※詳細は
　図書館に
　問い合わせてください。
TEL.072-839-9111

証明書の種類 手数料

卒業（修了）証明書 300円

成績証明書 300円

単位修得証明書・履修証明書 300円

調査書 300円

英文
成績証明書 1,000円

その他 600円

■証明書の発行手数料
　　　　　　　　　　（2013年3月現在）

※手数料は改正することがありますの
　で、大学HPでご確認ください。

寝屋川キャンパス

〒572-8508 寝屋川市池田中町17-8

教務課………………………TEL.072-839-9106
　　　　　　　　　　　　TEL.072-800-1033

枚 方 キ ャ ン パ ス
〒573-0101 枚方市長尾峠町45-1

薬学部事務室1…………… TEL.072-866-3100

■申請先




